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第 5 章 国 、 県 及び 他 の 地方 自治 体 と の 関係 (第 31 条 ) 


第 6 章 条例 の 見 直し (第 32 条 ) 
附則 





わた し た ちの まち 北上 市 は 、 西 に 奥羽 山脈 、 東 に 北上 高地 の 山々 が 連なり 、 北 上川 と 和賀 


川 が 育ん だ 肥 沢 な 平野 に あり ます 。 古く か ら 交 通 の 要 





町 と し て 栄え 、 現在 も 北東 北 の 十 字 路 


と し て 経済 、 産 業 活動 が 活発 で 、 展 勝地 、 夏 油 等 の 景勝 地 や 、 国 見 山 廃寺 等 の 遺跡 を は じ め 、 
市 内 に は 特有 の 民俗 芸能 な どの 文化 、 生活 の 中 で 培っ て きた 風土 、 美しい 景 観 が あり 、 そ こ 


に 暮らす 市 民 が まち の 魅力 を 守り 育て て きま し た 。 


また 、 力 強い まち づく り と 住民 サー ビス の 向上 の た め 、 平成 の 大 合併 に 先んじ て 三 市 町 村 
合併 を 行う と と も に 、 地 方 分 権 時 代 の 流れ に 対応 し 、 地域 自治 推進 の た め の 地 域 計 画 の 導入 


や 市 民 参 加 と 協 働 に よる まち づく り 推 進 の た め の 条 例 
ん で きま し た 。 


制定 な ど 、 市 民 自 治 の 推進 に 取り 組 


わた し た ち に は 、 こ と これ か ら ゃ 、 社 会 を と り ま く 環 境 の 変化 や 、 そ れ に よっ て 生じ る 様々 な 


課題 へ 適切 に 対応 し な が ら 、 先 人 か ら 受 け 継 い だ こ の まち を 、 さ ら に より 良い まち に し て 未 
来 へ 引き 継ぐ 使命 が あり ます 。 

この 使命 を 果たし 、 市 民 自 治 を 確立 し 、 夢 や 希望 を 抱い て 暮らし 続け る こと の で きる まち 
を 構築 する た め 、 自治 の 基本 理念 や 主権 者 で ある 市 民 の 権利 、 ま ち づ く り の 主体 で ある 市 民 、 
議会 及び 行政 の 果たす べき 役割 と 責務 を 定め 、 北 上 市 の 市 民 自治 の 基本 と な る 規範 と し て 、 
ここ に 北上 市 自治 基本 条例 を 制定 し ます 。 





























第 1 章 総則 
(目的 ) 

第 1 条 この 条例 は 、 市 民 、 議 会 及び 市 長 そ の 他 の 執行 機関 の それ ぞ れ の 役割 や 責務 を 明 
ら か に する こと と に より 、 市 民 自 治 の し くみ を 制度 と し て 定め 、 市 民 自 治 に よる まち づく り 
を 実現 し 、 北 上 市 の 自治 の 推進 及び 確立 を 図る こと を 目的 と する 。 





(条例 の 位置 付け ) 
第 2 条 この 条例 は 、 北 上 市 の 自治 の 推進 に お ける 最高 規範 で あり 、 北 上 市 に お ける 条例 
等 の 制定 改廃 に 当たっ て は 、 こ の 条例 を 尊重 し 、 整 合 を 図ら な けれ ば な ら な い 。 


(定義 
第 3 条 この 条例 に お いて 、 次 の 各 号 に 掲げ る 用 語 の 意義 は 、 当 該 各 号 に 定め る と ころ に 
よる 。 

(1) 市 民 市 内 に 住む 者 、 市 内 で 働く 者 及び 学ぶ 者 並び に 市 内 に 事業 所 を 置く 事業 者 及び 
市 内 で まち づく り 活 動 を する 団体 を いう 。 

(2) 議会 北上 市 の 意思 決定 機関 で ある 北上 市 議会 を いう 。 

(3) 市 長 等 市 長 、 教 育 委 員 会 、 選挙 管理 委員 会 、 監 査 委 員 、 農業 委員 会 等 の 行政 事務 を 
管理 執行 する 機関 を いう 。 

(4) まち づく り 公共 的 な 課題 の 解決 と 安全 安心 で 心 豊 か な 市 民生 活 の 実現 を 目的 と す 
る 市 民活 動 、 市 政 運営 等 の 公益 的 な 活動 を いう 。 

(5) 参画 市 民 が 、 議会 及び 市 長 等 の 政策 の 立案 か ら 評 価 に 至る 各 段 階 に お いて 、 主体 的 
に 参加 し 、 意 思 形 成 に 関わ る こと を いう 。 

(6) 協 働 まち づく り に 取り 組む 各 主 体 が 、 共通 の 目的 意識 を 持っ て 、 自主 性 を 持つ 対等 
な 立場 の ゃ と で 、 そ れ ぞ れ の 持つ 能力 を 持ち 寄り 、 相乗 効果 を 上 げ な が ら 協 力 し 合う こ 
と を いう 。 

(7) 市 民 自 治 市政 の 運営 に 当たり 、 市 民 自 ら が 参画 し 、 協 働 し 、 ま ち づ く り を 主体 的 に 
進め る こと を いう 。 















































(市 民 自 治 の 基本 原則 ) 


第 4 条 北上 市 の 市 民 自 治 は 、 次 に 掲げ る こと を 原則 と し て 推進 する も の と する 。 

(1) 市 民 、 議 会 及び 市 長 等 は 、 瓦 い に ま ち づ く り に 関す る 情報 を 共有 する 。 

(2) 市 長 等 は 、 市 民 の 自主 的 な 市 政 へ の 参画 を 保障 し 、 協 働 で 公共 的 課題 の 解決 に 当たる 。 

(3) 市 長 等 は 、 よ り 効 果 的 か つ 効 率 的 に 市 政 を 運営 する た め 、 市 民 の 参画 に より 評価 に 取 
り 組む 。 

(4) 市 民 、 議 会 及び 市 長 等 は 、 自 助 、 互 助 、 共 助 、 公 助 の 考え 方 で ある 補完 の 原則 を 認識 
し 、 行 動 す る 。 

(5) 市 民 は 、 地域 の 目指 すべ き 将 来 像 に 向かっ て 、 そ れ ぞ れ の 地域 に ある 固有 の 魅力 、 資 
源 を 最大 限 に 活用 し 、 他 の 地域 と の 交流 及び 連携 を 深め 、 市 長 等 と と も に 効果 的 か つ 効 
率 的 な まち づく り を 行う 。 

(6) 市 民 及 び 市 長 等 は 、 ま ち づ く り に 取り 組む に 当たっ て は 、 年 齢 、 性 別 、 職 業 、 国 籍 、 
居住 地 、 活 動 地域 等 の 特性 を 互い に 尊重 する 。 




















第 2 章 各 主 体 の 役割 と 責務 

第 1 節 市 民 

(市 民 の 権利 ) 
第 5 条 市 民 は 、 ま ち づ く り に 参画 する 権利 、 ま ち づ く り に 関す る 情報 を 知る 権利 及び 市 
長 等 が 提供 する 行政 サー ビス を 受け る 権利 を 有する 。 





(市 民 の 役割 と 責務 ) 
第 6 条 市 民 は 、 市 民 自 治 の 主体 で ある こと を 自覚 し 、 自 ら の 発言 と 行動 に 責任 を 持ち 、 積 
極 的 に 市 政 運営 及び まち づく り に 参画 する よう 努め る も の と する 。 


第 7 条 議会 は 、 北 上 市 の 意思 決定 機関 で あり 、 市政 の 監視 を 行う ほか 、 積極 的 に 政策 立案 
及び 政策 提言 に 努め る も の と する 。 

2 議会 は 、 議 決 機関 と し て の 責任 を 常に 自覚 し 、 市 民 に 対す る 説明 責任 を 果たす も の と す 
る 。 

3 議会 は 、 広 く 市 民 か ら 意見 を 求め る よう 努め な けれ ば な ら な い 。 

4 議会 は 、 市 民 に 議論 の 過程 を 明らか に し 、 市 民 に わか りや すい 議会 運営 に 努め な けれ ば 
な ら な い 。 








2 議員 は 、 市 政 と 市 民 を つなぎ 、 常 に 多様 な 市 民 の 声 が 議会 に 届く よう 行動 し な けれ ば な 
ら な い 。 


第 3 節 市 長 等 及び 職員 
(市 長 の 役割 と 責務 ) 

第 9 条 市 長 は 、 北 上 市 を 代表 し 、 行 政事 務 を 管理 執行 する 機関 等 を 統轄 する 。 

2 市 長 は 、 市 民 自 治 に よる まち づく り を 推進 する た め 、 公 正 か つ 誠 実に 市 政 運 営 に 当たる 
と と ゃ も に 、 将来 に 向け た まち づく り の 方 向 性 を 明確 に 示し 、 毎 年 度 の 市 政 運 営 の 方 針 を 定 
め 、 そ の 達成 状況 を 市 民 に 説明 し な けれ ば な ら な い 。 














(市 長 等 の 役割 と 責務 ) 

第 10 条 市 長 等 は 、 公 正 か つ 誠 実に 、 ま ち づ く り を 推進 し な けれ ば な ら な い 。 

2 市 長 等 は 、 条 例 、 予 算 そ の 他 の 議会 の 議決 に 基づく 事務 及び 法令 等 に 基づく 事務 を 、 自 
ら の 判断 と 責任 に お いて 、 適 切 に 執行 し な けれ ば な ら な い 。 





(職員 の 役割 と 責務 ) 

第 11 条 職員 は 、 市 民 自 治 に よる まち づく り の 実現 に 向け 、 市 民 の 視点 に 立ち 、 市 民 、 議 
会 及び 市 長 等 の 役割 を 認識 し 、 公 正 か つ 誠 実に 職務 を 執行 する よう 努め た けれ ば な ら な 
い 。 

2 職員 は 、 市 民 が まち づく り の 主体 で ある こと を 認識 し 、 市 民 と 信頼 し 合え る 関係 を 構築 
する よう 努め な けれ ば な ら な い 。 

3 職員 は 、 職 務 に 必要 な 知識 、 技 能 等 の 習得 に 努め な けれ ば な ら な い 。 


第 3 章 市 政 運 
第 1 節 市 政 運 営 の 基本 原則 
(市 政 運営 の 原則 ) 

第 12 条 市 長 等 は 、 提 供する サー ビス の 具体 的 な 内 容 や 水準 等 に つい て あら か じ め 市 民 に 
明らか に し 、 公平 か つ 公正 で 効率 的 な サー ビス 提供 を 図 り 、 市 民 福 祉 の 向上 に 努め な けれ 
ば な ら な い 。 

2 市 長 等 は 、 市 民 の 持つ 知識 、 技 術 、 資 源 等 を 最大 限 活用 で きる 体制 を 構築 し 、 効 果 的 か 
つ 効 率 的 な 市 政 運営 を 実現 する も の と する 。 


ド 

















翌 


第 2 計画 的 な 市 政 運 営 

(総合 計画 ) 
第 13 条 市 長 は 、 北 上 市 の 総合 的 な 市 政 運 営 の 指針 と な る 総合 計画 を 定め る も の と する 。 
2 総合 計画 は 、 基 本 構想 、 基 本 計画 、 地 域 計 画 及び 実施 計画 と する 。 


il 


3 市 長 は 、 こ の 条例 の 理念 に 基づき 、 基 本 構想 及び それ に 基づく 基本 計画 を 市 民 参 画 に よ 
っ て 策定 し 、 計 画 的 な 市 政 運営 に 努め な けれ ば な ら な い 。 

4 市 長 は 、 地 域 そ れ ぞ れ が 計画 的 な まち づく り を 実践 する た め に 、 地 域 が 策定 し た 計画 を 
総合 計画 の 中 に 地域 計画 と し て 位置 付け る も の と する 。 

5 市 長 は 、 総 合計 画 を 推進 する た め 、 実 施 計画 を 策定 する 。 

6 市 長 は 、 総 合計 画 の 進捗 状況 及び 目標 達成 度 を 市 民 に わか りや すく 報告 し な けれ ば な ら 
な い 。 











(行政 組織 ) 

第 14 条 市 長 等 は 、 行 政 組 織 を 編成 する に 当たっ て は 、 市 民 に わか りや すく 機能 的 な も の 
と する と と も ゃ に 、 社 会 や 経済 の 情勢 に 応じ 、 か つ 、 行政 組織 間 の 連携 が 保 た れる よう に し 
な けれ ば な ら な い 。 

2 市 長 等 は 、 職 員 及 び 組 織 の 能力 が 最大 限 に 発揮 で きる 職員 の 任用 、 配 置 及 び 人 材 育成 に 
努め る と と ゃ も に 、 行 政 組織 間 の 横断 的 な 協力 体制 を 構築 し 、 職員 及び 行政 組織 が より 効果 
的 に 活動 で きる 環境 を 整備 し な けれ ば な ら な い 。 




















(政策 評価 ) 

第 15 条 市 長 等 は 、 よ り 効 果 的 か つ 効 率 的 な 市 政 運 営 を 実現 する た め 、 施 策 及 び 事 業 の 過 
程 、 結 果 等 を 評価 、 検 証する と と も に 、 市 民 に わか りや すく 公表 し な けれ ば な ら な い 。 
2 市 長 等 は 、 専 門 性 が 必要 な 政策 評価 に お いて は 、 知 識 経 験 者 等 の 人 材 を 活用 し 、 適 切 に 

評価 を 行い 、 そ の 過程 及び 結果 に つい て 市 民 に 公表 し な けれ ば な ら な い 。 


(財政 運営 ) 

第 16 条 市 長 は 、 総 合計 画 を 実現 する た め の 財 政 計 画 を 定め 、 財 源 を 効果 的 か つ 効 率 的 に 
活用 する こと で 、 自 主 的 、 自 律 的 で 健全 な 財政 運営 に 努め な けれ ば な ら な い 。 

2 市 長 は 、 保 有する 財産 の 適正 な 管理 及び 効果 的 な 活用 に 努め な けれ ば な ら な い 。 

3 市 長 は 、 財 政 状況 、 財 産 の 保有 状況 等 、 北 上 市 の 経営 状況 に 関す る 資料 を 作成 し 、 市 民 
に わか りや すく 公表 し な けれ ば な ら な い 。 





第 3 節 信頼 及び 公正 の 確保 

(行政 手続 ) 
第 17 条 市 長 等 は 、 行 政 処分 等 に お ける 公正 の 確保 と 透明 性 の 向上 を 図り 、 市 民 の 権利 や 
利益 を 保護 する た め 、 そ の 手続 に 関す る 基本 的 な 事項 を 定め な けれ ば な ら な い 。 











第 18 条 市 長 等 は 、 審 議会 等 の 委員 を 選任 する 場合 は 中 立 か つ 公 正 を 保つ た め 、 特 定 の 個 


人 、 団 体 に 偏ら な い 選 任 に 努め な けれ ば な ら な い 。 

2 前 項 の 場合 に お いて 、 法 令 で 資格 要件 が 定め られ て いる な ど 、 委 員 の 公募 が 適当 で な い 
場合 を 除き 、 原 則 と し て その 一 部 を 公募 し な けれ ば な ら な い 。 

3 市 長 等 は 、 審 議会 等 の 会 議 は 原則 と し て 公開 する と と も に 、 そ の 審議 の 経過 や 結果 に つ 
いて 、 市 民 に わか りや すく 公表 し な けれ ば な ら な い 。 





第 4 節 危機 管理 
(危機 管理 ) 
第 19 条 市 長 等 は 、 市 民 、 関 係 機関 及び 他 の 地方 自治 体 と の 協力 及び 連携 に より 、 不 測 の 
事態 に 備え る 総合 的 か つ 機 動 的 な 危機 管理 体制 を 確立 し な けれ ば な ら な い 。 
2 市 長 等 は 、 危 機 管 理 体制 の 確立 に 向け 、 市 民 、 議 会 及び 市 長 等 の 役割 を 明確 に する と と 
も に 、 緊 急 時 に は 迅速 に 行動 で きる よう に する た め の 体 制 を 市 民 及 び 議 会 と 協力 し て 構 
築 し な けれ ば な ら な い 。 
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第 4 章 参画 及び 協 働 
第 1 節 情報 の 共有 
(情報 の 共有 ) 
第 20 条 議会 及び 市 長 等 は 、 市 政 に 関す る 情報 を 積極 的 に わか りや すく 提供 し 、 市 民 と 情 
報 の 共有 を 図ら な けれ ば な ら な い 。 (情報 公開 ) 
第 21 条 議会 及び 市 長 等 は 、 市 民 の 知る 権利 を 保障 し 、 公 正 で 開か れ た 市 政 を 推進 する た 
め 、 市 政 に 関す る 情報 を 適正 に 公開 し な けれ ば な ら な い 。 

















(個人 情報 保護 ) 
第 22 条 議会 及び 市 長 等 は 、 個 人 の 権利 利益 を 守る た め 、 個 人 情報 の 保護 を 厳正 に 行う と 
と も に 、 自己 に 係る 個人 情報 の 開示 、 訂正 等 を 請求 する も の の 権利 に 対し て 適切 な 措置 を 
講じ な けれ ば な ら な い 。 





第 2 節 住民 投票 

(住民 投票 ) 
第 23 条 市 長 は 、 市 民生 活 に 大 き な 有 影響 を 及ぼ す 重 要 事 項 に つい て 、 広 く 住 民 の 意思 を 確 
認 す る た め 、 住 民 投票 を 実施 する こと が で きる 。 





第 3 節 参画 

(政策 形成 へ の 参画 ) 
第 24 条 議会 及び 市 長 等 は 、 市 民 の 政策 形成 へ の 参画 を 保障 する た め 、 市 民 の 意見 が 効果 
的 に 反映 され る 仕組 み を つく ら な けれ ば な ら な い 。 








(市 民 か ら の 提案 等 ) 

第 25 条 市 民 は 、 市 長 等 へ 提案 、 要 望 、 意 見 を 行う こ 

2 市 長 等 は 、 市 民 か ら の 提案 、 要 望 、 意 見 が あっ た 場合 は 、 迅 速 か つ 誠実 に 対応 する と と 
も に 、 回 答 を 求め られ た 場合 は 、 速 や か に 回 答 す る よう 努め な けれ ば な ら な い 。 


(評価 、 改 善 等 へ の 参画 ) 
第 26 条 市 長 等 は 、 市 民生 活 に 大 き な 影 響 を 及ぼ す 計 画 の 実施 段階 及び 完了 段階 に お いて 、 
市 民 参 加 に よる 評価 を 実施 し 、 改 善 に 努め た な けれ ば な ら な い 。 


第 4 節 協 働 
( 協 働 の 推進 ) 
第 27 条 市 民 、 議 会 及び 市 長 等 は 、 各 主体 が 対等 の 立場 で 互い の 役割 と 責務 を 理解 し 、 互 
い に 尊 重 し 合い 、 協 働 し て まち づく り に 取り 組む も ゃ の と する 。 
2 市 長 等 は 、 政 策 を より 効果 的 に 推進 する た め 、 多 様 な 組織 が 協 働 で きる 体制 を 構築 する 
も の と する 。 





第 5 節 市 民活 動 
(市 民活 動 ) 
第 28 条 市 民 は 、 社 会 に お ける 様々 な 課題 の 解決 や 安全 安心 な 市 民生 活 を 実現 する こと な 
ど を 目的 と する 市 民活 動 に 積極 的 に 参加 する よう 努め る も の と する 。 
2 市 長 等 は 、 前 項 の 市 民活 動 を 尊重 する と と も に 、 積 極 的 に 推進 する も の と する 。 


第 6 節 地域 づく り 
(地域 づく り ) 

第 29 条 市 民 は 、 自 分 が 暮らす 地域 に お いて 、 住 みよ い 地 域 社 会 の 構築 に 向け 、 地 域 の 課 
題 解決 や 魅力 づく りな どの まち づく り (以下 「 地 域 づ くり 」 と いう 。) に 積極 的 に 参加 す 
る よう 努め る も の と する 。 

2 市 長 等 は 、 地 域 づ くり 活動 を 積極 的 に 推進 する も る の と する 。 


(地域 づく り 組 織 ) 
第 30 条 市 民 は 、 地 域 づ くり 組織 に 参加 し て 地域 づく り に 取り 組む よう 努め る も の と する 。 
2 市 長 等 は 、 人 材 の 育成 、 地 域 づ くり に 関す る 情報 、 事 例 、 手 法 の 共有 な どの 地域 づく り 
組織 の 活動 を 支援 する $ も の と する 。 





第 5 章 国 、 県 及び 他 の 地方 自治 体 と の 関係 





( 国 、 岩 手 県 及び 他 の 地方 自治 体 と の 関係 ) 

第 31 条 北上 市 は 、 国 及び 岩手 県 と 対等 の 立場 に 立ち 、 自 治 の 発展 の た め 、 協 力 し て 適切 
な 関係 の 構築 に 努め る も の と する 。 

2 北上 市 は 、 共 通す る 地域 課題 の 解決 や 効果 的 で 効率 的 な 行政 運営 の た め の 広 域 事務 処理 、 
大 規模 災害 時 の 相互 応援 な ど 、 他 の 地方 自治 体 と 積極 的 に 協力 し 、 連携 する も の と する 。 











第 6 章 条例 の 見 直し 
(条例 の 見 直し ) 

第 32 条 市 民 、 議 会 及び 市 長 等 は 、 こ の 条例 が 北上 市 の 自治 の 推進 及び 確立 を 図る 目的 に 
寄与 し て いる か 検証 し 、 必 要 に 応じ て 見 直し を 行う ち も の と する 。 




















附 則 
この 条例 は 、 平 成 25 年 1 月 1 日 か ら 施行 する 。 


